
（3）館林市議会だより　　　（ 4. 5. 1 ）

と
に
つ
い
て
、
議
会
に
対
し
議

決
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

に
対
し
承
認
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
３
年
度

館
林
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
））
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
補

正
予
算
を
専
決
処
分
し
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

に
対
し
承
認
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

補
正
予
算

▽
令
和
３
年
度
館
林
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
＝

２
億
７
６
８
０
万
７
０
０
０
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
２
８
億
８

８
３
７
万
４
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▽
令
和
３
年
度
館
林
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
＝
１
１
３
９
万
３

０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
77

億
４
９
１
２
万
１
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
令
和
３
年
度
館
林
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
＝
１
億
６
２
８
０
万
２
０

０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
70
億

２
８
９
３
万
円
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
予
算

令
和
４
年
度
予
算
は
、
第
６
次

総
合
計
画
に
掲
げ
た
将
来
都
市

像
「
里
沼
の
息
づ
く　

次
世
代

へ
安
心
を
つ
な
ぐ　

暮
ら
し
や

す
い
ま
ち　

館
林
」
を
実
現
す

る
た
め
、
第
６
次
総
合
計
画
基

本
構
想
に
お
け
る
５
つ
の
基
本

目
的
で
あ
る
「
危
機
対
応
能
力

が
高
く　

良
好
な
生
活
環
境
で

暮
ら
せ
る　

安
全
安
心
な
ま

ち
」、「
地
域
で
支
え
合
い　

生

涯
健
康
で
暮
ら
せ
る　

幸
福
感

の
高
い
ま
ち
」、「
育
て
る
幸
せ

を
感
じ　

生
涯
に
わ
た
り
互
い

に
学
び
続
け
る　

家
庭
と
文
化

を
築
く
ま
ち
」、「
都
市
と
自
然

が
調
和
し　

人
と
産
業
が
躍
動

す
る
魅
力
あ
る
ま
ち
」、「
公
民

連
携
を
推
進
し　

地
域
経
営
の

視
点
を
持
つ　

持
続
可
能
な
ま

ち
」
に
沿
っ
た
事
業
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
図

り
な
が
ら
、「
少
子
化
対
策
・

子
育
て
支
援
」、「
産
業
振
興
」、

「
ま
ち
な
か
活
性
化
」
を
重
点

項
目
に
掲
げ
、
ま
た
、
市
役
所

が
市
最
大
の
変
化
対
応
サ
ー
ビ

ス
業
で
あ
る
と
の
考
え
の
下
、

時
機
に
応
じ
た
市
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
な
が
ら
、
中
長
期

的
な
視
点
で
、
事
業
・
施
策
の

費
用
対
効
果
の
検
証
、
ス
ク
ラ

ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
に
よ
る
抜

本
的
な
見
直
し
及
び
優
先
順
位

の
再
検
討
を
行
い
、
予
算
編
成

に
取
り
組
み
、
一
般
会
計
予
算

の
総
額
は
２
９
４
億
８
０
０
０

万
円
、
前
年
度
比
０
・
５
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
下
水
道

事
業
会
計
を
含
む
４
会
計
）
予

算
の
総
額
は
、
１
９
０
億
６
１

９
２
万
９
０
０
０
円
、
前
年
度

比
３
・
９
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
４

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

議
員
提
出
議
案

▽
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
を
強
く
非
難
す
る
決
議
＝

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
全
文
】２
０
２
２
年
２
月
24
日
、

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

略
を
開
始
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
民
間
人
を
含
む
多
く
の

死
傷
者
が
発
生
す
る
な
ど
、
各

国
か
ら
非
難
の
声
が
相
次
い
で

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
の
行
動

は
、
武
力
の
行
使
を
禁
ず
る
国

連
憲
章
の
重
大
な
違
反
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
大
統
領
が
、

核
兵
器
の
使
用
が
可
能
と
な
る

特
別
警
戒
態
勢
を
命
じ
た
と
の

報
道
が
あ
る
が
、
核
兵
器
の
使

用
や
威
嚇
は
、
国
際
法
上
、
決

し
て
許
さ
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
行
為
は
、
唯
一
の

核
被
爆
国
と
し
て
、
ま
た
、
昭

和
63
年
12
月
に
「
非
核
平
和
都

市
宣
言
」
を
制
定
し
て
い
る
館

林
市
の
議
会
と
し
て
、
断
じ
て

容
認
で
き
な
い
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
軍
事
的
暴
挙
を
強

く
非
難
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

攻
撃
の
即
時
停
止
と
、
完
全
撤

退
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

令
和
４
年
３
月
７
日

　

館
林
市
議
会

条
例
の
廃
止

▽
館
林
市
公
平
委
員
会
設
置
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
＝
公
平
委

員
会
の
事
務
を
本
年
４
月
１
日

か
ら
、
群
馬
県
市
町
村
公
平
委

員
会
に
お
い
て
共
同
処
理
す
る

こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
を
廃
止

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
３
年
度

館
林
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
））
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
補

正
予
算
を
専
決
処
分
し
、
地
方 館林市総合地方卸売市場


